

（様式第3号の１:事業計画書）

[bookmark: _GoBack]事　業　計　画　書（農工大・多摩小金井ベンチャーポートで行う事業について）
■起業並びに農工大・多摩小金井ベンチャーポート入居の動機・目的
	・新規の方：農工大・多摩小金井ベンチャーポートの使用方法、頻度（例えば：本社移転、研究開発室の確保等々を詳しく書いてください）

・増室希望の方：増室希望の理由を詳しく書いてください。





■農工大・多摩小金井ﾍﾞﾝﾁｬｰﾎﾟｰﾄで行う事業内容（研究開発を行う新製品・新サービス等の内容・特徴）
	・技術内容等に関しては、図、表等を使って詳しく記載してください。また、開発商品に関して、特許等の関係上記載できない場合はその旨記載ください。ただし、問題ない部分は記載ください。



■会社全体の事業内容（研究開発を行う新製品・新サービス等の内容・特徴）
	・農工大・多摩小金井ベンチャーポートのみで事業を行う場合は、この欄を削除してください。





■本事業に係る知的財産権（特許等）の取得状況　〔１．取得済　 件 ２．取得見込み　 件 ３．予定なし〕
（特許等取得日、特許番号、発明名称、内容要約等）
	・出願特許は、海外出願についても記載ください。





■大学・公設試験研究機関等との産学連携状況（共同研究、技術指導等、希望も含む）
	










■顧客・市場（既存の顧客は、予想される顧客・数は、市場の規模・現状及び成長性は、競合製品・競合他社等を詳しくお書きください）
	・会社全体の内容と農工大VPの事業とを区別しながらお書きください。
・




■事業実施体制（生産・仕入方法、他社との協力関係）
	・会社全体の内容と農工大VPの事業とを区別しながらお書きください。






■販売実施体制（販売価格、社外協力者等も含めた販売・ＰＲ方法）
	・事業の対象マーケット、競合他社、競合製品等々を具体的にご記載ください。
・販売方法（マーケット、チャネル、商流等）については、具体的に記載ください。






■本事業における自社の強み・課題等について
	○自社の強み




	○課題及びその対応策（支援を必要とする分野・内容等も含めて）







■農工大・多摩小金井ﾍﾞﾝﾁｬｰﾎﾟｰﾄでの最終目標(どのような状態であれば、入居目的を達成したと考えますか)
	具体的に売り上げ目標、利益目標、事業規模等々を加えてご記載ください。
どのような状態になったら、当施設を卒業するか、その時期はいつ頃かを記載ください。



■中小機構、農工大インキュベーションマネージャーへの支援希望内容
	当施設における支援活動は、ご入居後具体的にお話合いをさせていただき進めていきます。現時点でのご希望内容等をご記載ください。



■安全管理等
　以下の項目に当てはまる方は、その状況をご記入ください。
· 試作開発を行われる方
· 部屋の改変等を希望される方
· 業種がバイオ分野の方（カルタヘナ法関連の届け出状況等）
· 環境保全（大気、水質、悪臭、廃棄物の処理など）について特記事項のある方
· その他騒音、振動、火気使用、夜間作業等特記事項のある方
· 部屋にほとんど人がいないことが予想される方、あるいは、学生等従業員以外が多数部屋を利用される方　等
	




なお、農工大・多摩小金井ベンチャーポートに入居後は、別に定める「農工大・多摩小金井ベンチャーポート安全管理マニュアル」に従っていただくこととなります（内容例…特殊実験の管理、安全管理責任者の指定等）。

■事業スケジュール及び収支等予測
（本事業に関しては、入居希望期間のスケジュール・収支を記載、会社全体収支等については、５期分を記載してください。）

事業スケジュール等については、別紙エクセルファイルにて記載してください。




